
オ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
、
四
季
を
通
じ
て
楽

し
め
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
２
か
ら
５
年
度
に

か
け
て
「
恵
那
峡
ル
ネ
サ
ン
ス
整
備
事

業
」
に
取
り
組
み
、
さ
ざ
な
み
半
島
を
中

心
と
し
て
、
恵
那
峡
周
辺
の
整
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
整
備
し
た
当
時
は
、
年
間

１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
、
県

の
中
で
も
有
数
な
観
光
地
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
娯
楽
の
多
様
化
や

観
光
客
は
　
万
人
ま
で
減
少

　
恵
那
峡
は
、
大
井
ダ
ム
が
生
み
出
し
た

湖
や
美
し
い
自
然
景
観
が
、
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
お
り
、
県
立
自
然
公
園
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は
、
さ
ざ
な

み
公
園
の
桜
を
は
じ
め
、
フ
ジ
や
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
ま
す
。
夏
に
は
、
濃
緑
に
赤
い
恵

那
峡
大
橋
が
映
え
、
秋
に
は
紅
葉
な
ど
が

湖
面
を
彩
り
ま
す
。
冬
に
は
バ
ー
ド
ウ

あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
湖
畔
近
く

の
土
産
店
や
食
堂
な
ど
の
施
設
で
は
、
老

朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
恵
那
峡
周
辺
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て

は
、
昨
年
、
近
隣
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
停
車
駅
の
設
置
が
明
ら
か
に
な
り
、
今

後
、
観
光
客
を
含
め
た
人
の
流
れ
が
大
き

く
様
変
わ
り
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

需
要
に
対
応
し
た
観
光
地
に

　
恵
那
峡
は
、
県
立
自
然
公
園
を
中
心
と

し
た
再
整
備
を
図
り
、
多
様
な
観
光
需
要

に
応
え
ら
れ
る
総
合
的
な
観
光
地
へ
と
再

生
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
恵
那
峡
の
基
本
的
な
観

光
資
源
と
な
っ
て
い
る
森
林
や
湖
畔
、
峡

谷
な
ど
の
自
然
環
境
の
磨
き
上
げ
と
、
恵

那
峡
施
設
の
再
整
備
を
図
り
、
多
目
的
で

秩
序
あ
る
観
光
エ
リ
ア
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
に
は
、
市
観
光
協
会
や
市

ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
、
恵
那
商
工
会
議

所
、
恵
那
青
年
会
議
所
、
県
観
光
連
盟
、

恵
那
観
光
大
使
な
ど
で
構
成
す
る
恵
那
峡

再
整
備
構
想
策
定
検
討
委
員
会
を
発
足
。

主
に
施
設
や
外
観
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
は
、
恵
那

峡
周
辺
の
宿
泊
施
設
や
店
舗
、
企
業
、
観

光
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
恵
那
峡
活
性
化

委
員
会
で
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
単
な
る
恵
那
峡
周
辺
の

高
速
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
観
光
客
が

年
々
減
少
。
現
在
で
は
年
間
５０
万
人
程
度

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　「
恵
那
峡
ル
ネ
サ
ン
ス
整
備
事
業
」
以

降
は
、
大
き
な
整
備
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
湖

畔
の
周
り
の
雑
木
林
で
は
、
手
入
れ
が
行

き
届
か
ず
、
湖
畔
へ
の
眺
望
が
悪
く
な
っ

て
い
た
り
、
さ
ざ
な
み
公
園
で
は
、
植
栽

し
た
樹
木
の
枝
切
り
な
ど
が
不
十
分
で

恵那峡再整備基本計画

整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域
的
な
観
点
か

ら
恵
那
峡
の
位
置
付
け
を
行
う
と
と
も

に
、
市
が
目
指
す
方
向
や
市
民
生
活
の
観

点
か
ら
恵
那
峡
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し

ま
し
た
。

　
ま
た
来
訪
者
の
需
要
を
把
握
す
る
た

め
、
過
去
に
恵
那
峡
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
恵
那
峡
の
魅
力

は
「
豊
か
な
自
然
環
境
」
と
の
回
答
が
９

割
を
超
え
ま
し
た
。

「
き
れ
い
」
な
恵
那
峡
に
再
生

　
恵
那
峡
再
整
備
構
想
策
定
検
討
委
員
会

と
恵
那
峡
活
性
化
委
員
会
で
の
検
討
を
踏

ま
え
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
客
が
ど
の
よ
う
な
恵

那
峡
な
ら
来
る
の
か
、
行
っ
て
み
た
い
の

か
、
再
び
訪
れ
た
い
の
か
を
考
え
、
魅
力

を
生
か
し
つ
つ
、次
の
よ
う
な
「
き
れ
い
」

な
恵
那
峡
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。
❶
沿

道
か
ら
見
え
る
湖
畔
が
と
て
も
き
れ
い
な

恵
那
峡
❷
水
辺
が
と
て
も
き
れ
い
な
恵
那

峡
❸
桜
や
紅
葉
が
き
れ
い
な
恵
那
峡
❹
さ

ざ
な
み
公
園
か
ら
見
る
ダ
ム
湖
が
き
れ
い

な
恵
那
峡
―
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
的

な
概
念
は「
湖
畔
を
と
り
ま
く
自
然
か
ら
、

四
季
が
あ
ふ
れ
出
す
、
自
然
豊
か
な
恵
那

峡
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
恵
那
峡
の
再
整
備
は
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
５
年
間
で
行
い
ま
す
。
整
備
に
掛

か
る
費
用
は
、
５
年
間
で
約
９
億
７
千
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 20
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❶春にはさざなみ半島に見事な桜が咲き誇る　❷フジ棚広場にはフジの大木が四方に枝を伸ばしている　❸さざ
なみ半島を一周できる散策路　❹大井ダムや笠置山、湖面などの眺望が美しい

❹

❷❶

❸

魅力を
生かし
再生へ

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
観
光
地
「
恵
那
峡
」。
全
国
的
に
も
知
ら
れ
、
県
を
代
表
す

る
観
光
拠
点
の
一
つ
で
す
。
大
正
13
年
、「
電
力
王
」
福
沢
桃
介
が
築
い
た
大
井
ダ
ム

に
よ
っ
て
、
景
勝
地
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
恵
那
峡
は
、
本
年
９０
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
で
、
恵
那
峡
に
訪
れ
る
観
光

客
数
は
低
調
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
恵
那
峡
を
多
様
な
観
光
需
要
に
応
え
ら
れ
る
総
合
的
な
観
光
地
へ
と
再
生

す
る
た
め
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
を
策
定
。
本
年
度
か
ら
再
整
備
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
１
）

（万人）
恵那峡への観光客数の推移

※平成9年度は調査方法の改正により減少幅が大きくなっています

▲

雑
木
林
が
湖
畔
へ
の
眺
望
を
遮
る

50

3 2014.5.1 2広報えな



フジ棚近くの湖面が望める場所
に、新たな広場を整備します。こ
こでは、茶会で呈茶ができるよう
に、あずまやの設置などを行いま
す。

散策道を整備し、自然と共存する
ダム湖の景観を楽しめるようにし
ます。湖面を眺めながら歩くこと
ができるウオーキングコースも整
備します。

水辺の雑草を処分することで、水
辺の環境を向上させます。敷石の
散策路を整備するとともに、足元
にライト（フットライト）を設置
して、夜でも歩けるようにします。

恵那峡の中心部ともいえるフジ棚
広場を整備し、景観と利便性の向
上を図ります。大井ダムや遊覧船
などを一望できる場所にデッキテ
ラスを設置します。

現在ある施設や景観を残しつつ、
四季や昼夜共に１年を通して楽し
める空間をつくります。日よけを
設置し、イベントが行える場所と
しての整備を行います。

恵那峡再整備計画の概要散策路の整備

フジ棚広場の整備

新たな広場の整備

芝生広場の整備

森林散策路の整備

※この図は、恵那峡再整備基本計画
「計画書」から抜粋したものです。

恵那峡再整備
基本計画

特
集
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催
し
で
景
観
に
付
加
価
値
を

　
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
に
は
、
整
備

の
他
に
、
地
域
の
住
民
や
企
業
な
ど
が
企

画
や
運
営
を
す
る
催
し
を
行
っ
た
り
、
恵

那
峡
の
自
然
景
観
を
さ
ら
に
美
し
く
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
、
家
族

連
れ
や
高
齢
者
ら
が
興
味
を
示
す「
自
然
」

「
食
」「
体
験
」
な
ど
で
の
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

恵
那
峡
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
ご
み
を
拾

う
「
ク
リ
ー
ン
・
ウ
オ
ー
ク
」、
桜
や
紅

葉
が
き
れ
い
な
時
季
に
抹
茶
を
振
る
舞
う

「
大
茶
会
」
の
開
催
や
初
心
者
向
け
に
行

う
「
カ
ヤ
ッ
ク
・
ボ
ー
ト
体
験
教
室
」
の

開
講
、
催
し
に
合
わ
せ
て
特
産
品
の
販
売

や
宣
伝
を
す
る
「
物
産
市
」
な
ど
の
開
催

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
開
催
は
、
恵
那
峡
の
景
観
に

付
加
価
値
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

その他の整備計画

整備内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

森林整備　
間伐・下刈りなど

傘岩周辺整備

散策路整備
既存改修

新設

水辺の空間整備

さざなみ公園整備
公園の整備

弁天島整備

フジ棚広場整備
既存広場の整備

新たな広場整備

駐車場整備
既存改修

新設

案内サイン整備

■恵那峡再整備年度別計画　
一
番
観
光
客
が
訪
れ
た
の
は
、
昭
和

50
年
代
の
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た

こ
ろ
で
し
た
。
今
は
「
い
い
所
だ
ね
」

と
よ
く
言
っ
て
も
ら
え
る
も
の
の
、
客

足
は
鈍
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
再
整
備
は
、
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
湖
面
の
見
晴
ら
し
が
良
く
な

り
、
湖
畔
の
散
策
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
自
然
が
楽
し
め
、
し
か
も

皆
が
満
足
で
き
る
観
光
地
を
目
指
し
た

い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
い
い
ア
イ

デ
ア
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
が
き
れ
い
な
恵

那
峡
に
は
、
多
く
の
観
光
客
に
来
て
も

ら
っ
て
、
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
。
今
回
の
再
整
備
に
は
、
期
待

を
し
て
い
ま
す
が
、
駐
車
で
き
る
台
数

に
限
り
が
あ
る
の
が
気
掛
か
り
で
す
。

　
今
後
も
い
ろ
ん
な
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
な
ど
し

て
、
少
し
で
も
恵
那
峡
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
恵
那
峡

に
元
気
が
出
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
の
定

着
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

恵那峡活性化
委員会委員

恵那峡活性化
委員会委員

藤下茂
しげ

夫
お

さん

可知孝
たかゆき

幸さん

（大井町恵那峡）

（大井町恵那峡）

楽
し
め
る
仕
掛
け
を
準
備

皆
が
満
足
で
き
る
場
所
に

設計 整備

設計 整備

設計

　恵那峡のダム湖でこの夏、カ
ヤックの教室を計画していま
す。恵那峡は、自然や湖がきれ
いで、世界的に見ても限られた
場所です。カヤックで湖に浮か
び、波に揺られる楽しさと、陸
で見るのとは違った素晴らしい
景色を多くの人に知ってもらい
たいです。地元の人たちも、水
に親しめる場所があることや、

カヤック
指導者

伊藤　来
きたる

さん

（中津川市）

整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

湖上は陸と違った景色

恵那峡を再
認識しても
らえる機会
になればい
いと思いま
す。

▲カヤックに乗って
波と景色を楽しむ

恵那峡再整備
基本計画

特
集

●湖面の活用
湖面の活用は、現在の遊覧船に加え、カヌーやカヤック、ボートなどのレジャー要素を取り入れます。●光の演出
街灯やフットライト、イルミネーションの設置などで恵那峡の夜の魅力を高め、滞在時間の拡大を図ります。●駐車場の整備
現在の駐車場を再整備し、利用しやすくします。

●サインの整備
分かりやすい案内看板などを設置して、交通の誘導を図ります。●桜並木の整備（長期的視点）恵那峡へ通じる道路の沿道に桜を植栽し、景観を楽しめるようにします。●花木植栽周辺整備（長期的視点）恵那峡周辺の市有地約 20㌶に、数種類の花木を植栽します。また散策路を整備し、県立自然公園にふさわしい環境を整えます。

▲紅葉の時季にさざなみ半島で抹茶を振る舞う催しを開催

7 2014.5.1 6広報えな




